
 

令和４年第１回取手市議会臨時会議事日程（第１号） 

 

令和４年２月１５日（火）午前１０時開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 承 認 第 １ 号 令和３年度取手市一般会計補正予算（第１６号）の専決処分の承

認について 

日程第５ 承 認 第 ２ 号 令和３年度取手市競輪事業特別会計補正予算（第１号）の専決処

分の承認について 

日程第６ 議 案 第 １ 号 取手市手数料条例の一部を改正する条例について 

日程第７ 議 案 第 ２ 号 令和３年度取手市一般会計補正予算（第１７号） 

日程第８ 議員提出議案

第 １ 号 

取手市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

日程第９ 議会運営委員会委員の選任について 

日程第 10 常任委員会委員の選任について 



地方自治法第１２１条により令和４年第１回臨時会への出席を求めた者及び委任を受けた説明員 
 

 

１．出席を求めた者 
取 手 市 長 藤 井 信 吾 

 

 

２．委任を受けた説明員 

 

副 市 長 吉 田 雅 弘 

総 務 部 長 鈴 木 文 江 
政 策 推 進 部 長 井 橋 貞 夫 

財 政 部 長 牧 野 妙 子 

福 祉 部 長 稲 葉 芳 弘 

健 康 増 進 部 長 大 野 安 史 

ま ち づ く り 振 興 部 長 野 口  昇 

建 設 部 長 前 野  拓 

都 市 整 備 部 長 齋 藤 嘉 彦 

福 祉 部 次 長 
子 育 て 支 援 課 長 事 務 取 扱 

飯 野 恵 久 子 

建 設 部 次 長 

管 理 課 長 事 務 取 扱 
森 田 正 和 

都 市 整 備 部 次 長 
都 市 計 画 課 長 事 務 取 扱 

渡 来 真 一 

総 務 部 総 務 課 長 澤 部  慶 

 人 事 課 長 軽 部 幸 雄 

 総 務 課 副 参 事 松 崎  剛 

政 策 推 進 部 政 策 推 進 課 長 彦 坂  哲 

 政 策 推 進 課 副 参 事 髙 中  誠 

財 政 部 財 政 課 長 中 村 有 幸 

福 祉 部 社 会 福 祉 課 長 下 田  浩 
健 康 増 進 部 保 健 セ ン タ ー 長 助 川 直 美 

ま ち づ く り 

振 興 部 
産 業 振 興 課 長 海 老 原 輝 夫 

都 市 整 備 部 建 築 指 導 課 長 田 中 健 士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 手 市 教 育 長 伊 藤  哲 

   

   

教 育 委 員 会 教 育 部 長 田 中 英 樹 

 学 務 課 長 直 井  徹 

 子 ど も 青 少 年 課 長 香 取 美 弥 

   
   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   



 

 

 

 

令和４年第１回取手市議会臨時会会期日程 

 

 

 

日次 期 日 曜日 会 議 時 刻 議   事 備考 

１  ２／15 火 本会議 午前 10時 

開会、議案上程、提案理由説明・質疑・

討論・採決、議会運営委員会委員の選

任、常任委員会委員の選任、閉会 

 

 



取市発第５０６号

令和４年２月１０日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

取手市長 藤 井 信 吾

地方自治法第１８０条第１項の規定に基づく専決処分について（報告）

地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき，議会の議決により指定された市長の

専決処分事項として下記のとおり専決処分しましたので，同条第２項の規定により報

告します。

記

専決処分第１号 損害賠償の額を定め和解することについて

（事故後の対応）当該事故現場については側溝の修繕を実施した上で，当該事故現場

の周辺についても安全確認を行いました。

専決処分第４号 損害賠償の額を定め和解することについて

（事故後の対応）当該事故現場については補修作業を実施した上で，当該事故現場の

周辺についても路面状況を点検しました。



専決処分第１号

専 決 処 分 書

損害賠償の額を定め和解することについて，地方自治法第１８０条第１項の規

定に基づき，議会の議決により指定された市長の専決処分事項として，次のとお

り専決処分する。

令和４年１月４日

取手市長 藤 井 信 吾

損害賠償の額を定め和解することについて

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により，市が管理する

学校における事故による損害について，次のとおり賠償し，和解するものとする。

１ 相手方 （住所）○○○○○○〇○○〇

（氏名）○○○○○

２ 事故の概要

令和３年５月１７日午前７時５０分頃，取手市立藤代小学校敷地内において，

相手方が対向してきた車を避けるため車両を寄せたところ，当該車両の左側前方

のタイヤが側溝の蓋を踏んだことにより蓋がめくれ上がり，当該車両を損傷した

ものである。

３ 損害賠償額 １４１，６２５円（過失割合 市１００：相手方０）



専決処分第４号

専 決 処 分 書

損害賠償の額を定め和解することについて，地方自治法第１８０条第１項の規

定に基づき，議会の議決により指定された市長の専決処分事項として，次のとお

り専決処分する。

令和４年２月８日

取手市長 藤 井 信 吾

損害賠償の額を定め和解することについて

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により，市が管理する

道路における事故による損害について，次のとおり賠償し，和解するものとする。

１ 相手方 （住所）○○○○○○〇○○〇

（氏名）○○○○○

２ 事故の概要

令和３年１２月１日午後８時１０分頃，取手市下萱場１５３３番地先の市道に

おいて，相手方所有の自動車が走行していたところ，当該道路の路面舗装がはが

れた部分に当該車両の左側後方の車輪が接触し，当該車両を損傷したものである。

３ 損害賠償額 １９，９１０円（過失割合 市８０：相手方２０）



会派名簿

Ｒ４．１．１９現在

・創和会（７名）

◎金澤 克仁

赤羽 直一・佐藤 隆治・岩澤 信・小堤 修

鈴木 三男・海東 一弘

・みらい（５名）

◎山野井 隆

入江 洋一・石井めぐみ・関川 翔・須田 光雄

・公明党（４名）

◎染谷 和博

齋藤 久代・落合信太郎・久保田真澄

・日本共産党（４名）

◎関戸 勇

加増 充子・遠山智恵子・小池 悦子

・無会派クラブ（２名）

◎細谷 典男

根岸裕美子

【無会派議員】

結城 繁



取手市議会組織図
令和４年１月１９日現在

議長： 齋藤 久代 副議長： 結城 繁 議員任期 令和2年2月15日～令和6年2月14日

※ ◎は委員長、○は副委員長を表す。

議会運営委員会

（８人）

総務文教常任委員会

（７人）

福祉厚生常任委員会

（８人）

建設経済常任委員会

（８人））

デモテック戦略

特別委員会

（８人）

一般会計決算・予算

審査特別委員会

（１０人）

◎岩 澤 信

○関 川 翔

根 岸 裕美子

小 池 悦 子

落 合 信太郎

石 井 めぐみ

佐 藤 隆 治

赤 羽 直 一

◎小 堤 修

○須 田 光 雄

根 岸 裕美子

小 池 悦 子

染 谷 和 博

結 城 繁

赤 羽 直 一

◎石 井 めぐみ

○久保田 真 澄

海 東 一 弘

岩 澤 信

細 谷 典 男

山野井 隆

齋 藤 久 代

遠 山 智恵子

◎金 澤 克 仁

○関 川 翔

鈴 木 三 男

落 合 信太郎

関 戸 勇

佐 藤 隆 治

入 江 洋 一

加 増 充 子

◎落 合 信太郎

○海 東 一 弘

鈴 木 三 男

関 川 翔

石 井 めぐみ

細 谷 典 男

赤 羽 直 一

遠 山 智恵子

◎染 谷 和 博

○鈴 木 三 男

須 田 光 雄

根 岸 裕美子

久保田 真 澄

小 堤 修

小 池 悦 子

岩 澤 信

石 井 めぐみ

遠 山 智恵子

常総地方広域市

町村圏事務組合

議会議員（３人）

茨城県南水道企

業団議会議員

（４人）

龍ケ崎地方衛生

組合議会議員

（４人）

取手地方広域下

水道組合議会議

員（７人）

利根川水系県南

水防事務組合議

会議員（５人）

取手市外２市火

葬場組合議会議

員（３人）

茨城県後期高齢

者医療広域連合

議会議員（１人）

取手市

監査委員

関戸 勇

入江 洋一

赤羽 直一

根岸裕美子

岩澤 信

染谷 和博

佐藤 隆治

海東 一弘

久保田真澄

小池 悦子

石井めぐみ

須田 光雄

小堤 修

落合信太郎

金澤 克仁

山野井 隆

結城 繁

加増 充子

鈴木 三男

関川 翔

落合信太郎

入江 洋一

遠山智恵子

齋藤 久代

結城 繁

金澤 克仁

結城 繁 山野井 隆



  

 

議案第２号 令和３年度取手市一般会計補正予算（第１７号） 

質疑通告一覧表 

 

令和４年第１回臨時会 

質疑

順位 
質疑者 質疑事項 質疑要旨 

議案書の 

ページ等 

１ 加増充子 

議 員 

 

臨時交付金について １ 市長提案理由で就業・起業またはテ

レワークを行う移住支援金について

「取手市においては東京圏からの転

入者が増加している…」とあるが、人

口増との関係でどう見ているか 

２ 臨時交付金活用の検討内容 

議案書P６ 

２ 遠山智恵子 

議 員 

（民生費）保育士等処遇

改善事業補助金について 

１ 対象となる保育士の人数 

２ これまでの処遇改善費からどう変

わるのか 

議案書P７ 

（教育費）放課後児童支

援員報酬について 

１ 対象となる支援員の人数 

２ 補助員の対応について 

３ 放課後児童支援員等処遇改善事業

補助金についての内容 

議案書 P９・

P10 

 

 

（教育費）要保護・準要

保護児童就学奨励費につ

いて 

１ 対象となる児童生徒の現状 議案書P８・ 

P９ 

 



議員提出議案第１号 

 

 

   取手市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

 

 

 上記の議案を別紙のとおり，取手市議会会議規則第１４条第１項の規定により提

出する。 

 

 

  令和４年 ２月１５日 

 

 

  取手市議会議長 齋藤 久代 殿 

 

 

 

提出者 取手市議会議員  岩 澤   信 

 

〃     〃     赤 羽 直 一 

 

〃     〃     佐 藤 隆 治 

 

〃     〃     落 合 信太郎 

 

〃     〃     根 岸 裕美子 

 

〃     〃     関 川   翔 

 

〃     〃     小 池 悦 子 

 

〃     〃     石 井 めぐみ 

 

 

提案理由 

 

 オンライン会議システムを活用した委員会の会議について，やむを得ない理由に

より参集が困難な委員から求められた場合及び委員長が特に必要と認める場合にも

招集できるようにするため，本条例の一部を改正するものです。 



   取手市議会委員会条例の一部を改正する条例 

 

 取手市議会委員会条例（昭和４５年条例第３２号）の一部を次のように改正する。 

 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示す

ように改正する。 

改正後 改正前 

(会議の特例) (会議の特例) 

第 15 条の 2 委員長は，次に掲げる場合

には，映像と音声の送受信により出席者

の状態を相互に認識しながら通話する

ことができる方法(以下「オンライン会

議システム」という。)を活用した会議

を開くことができる。 

第 15 条の 2 委員長は，災害の発生，感

染症のまん延等，やむを得ない理由によ

り委員会を開会する場所へ委員を招集

することが困難であると認めるときは，

映像と音声の送受信により出席者の状

態を相互に認識しながら通話すること

ができる方法(以下「オンライン会議シ

ステム」という。)を活用した会議を開

くことができる。 

(1) 災害の発生，感染症のまん延等，

やむを得ない理由により委員会を開

会する場所へ委員を招集することが

困難であると認める場合 

 

(2) 公務，疾病，看護，介護，出産，配

偶者の出産補助，育児，忌引，災害そ

の他やむを得ない理由により委員会

を開会する場所への参集が困難な委

員からオンライン会議システムを活

用した委員会の開会の求めがある場

合 

 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか，委員

長が特に必要と認める場合 

 

2 (略) 2 (略) 

  

 

   付 則 

 この条例は，公布の日から施行する。 


